
特定健診・特定保健指導 XMLスキーマ説明書 
提供される XMLスキーマは各ファイル名を変更せず、以下のように XSDという名前のフ
ォルダ（ディレクトリ）の中に配置することが必要である。この際、datatypes_hcgv08.xsd, 
voc_hcgv08.xsd, narrativeBlock_hcgv08.xsd, datatypes-base_hcgv08.xsd の４つのファ
イルは下記のようにさらに coreschemas という名前のフォルダ（ディレクトリ）を作成
しその中に配置することが前提として作成されている。 
なお datatypes_hcgv08.xsd、voc_hcgv08.xsd、narrativeBlock_hcgv08.xsd、datatypes-base 
_hcgv08.xsd の４つのファイルは、米国ＨＬ７で公開されている HL７CDA標準規格用の
共通 XMLスキーマを一部修正して転載しています。 
 
任意のフォルダ（ディレクトリ） 
 
        フォルダ（ディレクトリ）名 XSD 
     
    
     ix08_V08.xsd 
   cc08_V08.xsd 
   gc08_V08.xsd 
   su08_V08.xsd 
   hg08_V08.xsd 
   hc08_V08.xsd 
   co08_V08.xsd 
   フォルダ（ディレクトリ）名 coreschemas 
 
 
      datatypes_hcgv08.xsd 
      voc_hcgv08.xsd 
      narrativeBlock_hcgv08.xsd 
      datatypes-base_hcgv08.xsd 
 
 作成または読み取り対象となる XMLファイル配置するフォルダ（ディレクトリ） 
 
 
    作成または読み取り対象となる XMLファイルなど 
 


